
日本医療研究開発機構研究費 革新的がん医療実用化研究事業「子宮頸部がん検診における細胞診とHPV検査併用の有用性に関する研究」班（研究代表者：青木 大輔）

精度管理指標を算出するために必要な係数

細胞診受診者数1

CNI3、AIS及び子宮頸がん発見数

細胞診単独法による子宮頸がん検診の精度管理指標

3

2 細胞診陽性者数（ASC-US以上の異常）

精検受診者数

4



日本医療研究開発機構研究費 革新的がん医療実用化研究事業「子宮頸部がん検診における細胞診とHPV検査併用の有用性に関する研究」班（研究代表者：青木 大輔）

細胞診単独法による子宮頸がん検診の精度管理指標

検診 (細胞診)

2 年後

次回の検診へ

NILM >ASC-US

精密検査
コルポスコピー・組織診

未受診

未把握

CIN3,AIS及び
子宮頸がん その他

受診

受診 未受診

3b

2a

2b

精密検査

未受診

未把握

ASC-US

直ちに

HPV検査
細胞診
の繰り返し

コルポスコピー

・組織診

受診

CIN3,AIS及び
子宮頸がん その他

1

4a 4b

3a



日本医療研究開発機構研究費 革新的がん医療実用化研究事業「子宮頸部がん検診における細胞診とHPV検査併用の有用性に関する研究」班（研究代表者：青木 大輔）

プロセス指標（1）

細胞診単独法による子宮頸がん検診の精度管理指標

細胞診受診者数

(ASC-US)
細胞診陽性者数要精検率

1

2a
(>ASC-US)
細胞診陽性者数

2b＋
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細胞診単独法による子宮頸がん検診の精度管理指標

検診 (細胞診)

2 年後

次回の検診へ

NILM >ASC-US

精密検査
コルポスコピー・組織診

未受診

未把握

CIN3,AIS及び
子宮頸がん その他

受診

受診 未受診

精密検査

未受診

未把握

ASC-US

直ちに

HPV検査
細胞診
の繰り返し

コルポスコピー

・組織診

受診

CIN3,AIS及び
子宮頸がん その他

(ASC-US)
細胞診陽性者数

2a
(>ASC-US)
細胞診陽性者数

2b

細胞診受診者数1
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細胞診単独法による子宮頸がん検診の精度管理指標

(ASC-US)
細胞診陽性者数

精検
受診率

2a (>ASC-US)
細胞診陽性者数

2b

3a 3b
(ASC-US)
精検受診者数

(>ASC-US)
精検受診者数＋

＋

プロセス指標（2）
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細胞診単独法による子宮頸がん検診の精度管理指標

検診 (細胞診)

2 年後

次回の検診へ

NILM >ASC-US

精密検査
コルポスコピー・組織診

未受診

未把握

CIN3,AIS及び
子宮頸がん その他

受診

受診 未受診

精密検査

未受診

未把握

ASC-US

直ちに

HPV検査
細胞診
の繰り返し

コルポスコピー

・組織診

受診

CIN3,AIS及び
子宮頸がん その他

(ASC-US)
細胞診陽性者数

2a
(>ASC-US)
細胞診陽性者数

2b

(ASC-US)
精検受診者数

3a

(>ASC-US)
精検受診者数

3b
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細胞診単独法による子宮頸がん検診の精度管理指標

細胞診受診者数

(ASC-US)
CIN3、AIS及び
子宮頸がん発見数CIN3以上

発見率
1

4a 4b
(>ASC-US)
CIN3、AIS及び
子宮頸がん発見数

＋

プロセス指標（3）
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細胞診単独法による子宮頸がん検診の精度管理指標

検診 (細胞診)

2 年後

次回の検診へ

NILM >ASC-US

精密検査
コルポスコピー・組織診

未受診

未把握

CIN3,AIS及び
子宮頸がん その他

受診

受診 未受診

精密検査

未受診

未把握

ASC-US

直ちに

HPV検査
細胞診
の繰り返し

コルポスコピー

・組織診

受診

CIN3,AIS及び
子宮頸がん その他

細胞診受診者数1

(ASC-US)
CIN3、AIS及び
子宮頸がん発見数

4a
(>ASC-US)
CIN3、AIS及び
子宮頸がん発見数

4b
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プロセス指標（4）

細胞診単独法による子宮頸がん検診の精度管理指標

細胞診受診者数
(過去１年以内の細胞診単独法での子宮頸がん検診受診歴のない者)

検診間隔を
遵守した
受診者割合

＝

対象者数

細胞診
受診者数受診率 ＝

1 細胞診受診者数

対象者のうち過去2年間に一度でも
細胞診単独法による子宮頸がん検診を受診した者(※)

※地域保健・健康増進事業報告では、「昨年度細胞診受診者数+今年度細胞診受診者数-2年連続受診者数」で算出することとなっている
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